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第2回 日展 金沢展

前田藤四郎と甲冑･陣羽織 ［前期］

岸派の絵画

大樋年朗 《黒陶銀彩 「申」天空走》

改組新

● 6月の企画展示室

● キッズプログラム 年間予定

● 6月の行事予定

● アラカルト ただいま展示中

前田育徳会尊經閣文庫分館

第2展示室

挿画の鬼才 山崎百々雄展 第6展示室

琳派 第2展示室

生活の中の工芸 第5展示室
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5
月
23
日（
月
）

6
月
1
日（
水
）

25
日（
水
）

27
日（
金
）

28
日（
土
）

30
日（
月
）

3
日（
金
）

4
日（
土
）

6
日（
月
）

8
日（
水
）

10
日（
金
）

11
日（
土
）

一
、〇
〇
〇
円

七
〇
〇
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

九
〇
〇
円

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

八
〇
〇
円

二
〇
〇
円

　

日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優
れ

た
作
品
で
知
ら
れ
、日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
の

各
分
野
を
網
羅
し
、わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準
の
総
合
美
術

展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
展
は
明
治
四
〇
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て

発
足
以
来
、そ
の
時
々
の
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、常
に
わ
が

国
の
美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術
文
化
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。今
回
は
、平
成
二
十
六
年
の
組
織
改
革
か
ら
二

回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、文
化
勲
章
受
章
者
、文
化

功
労
者
、日
本
芸
術
院
会
員
、日
展
理
事
、会
員
な
ど
の
秀
作

と
、特
選（
石
川
県
関
係
で
は
日
本
画
で
佐
藤
俊
介
、洋
画
で
は

佐
々
波
啓
子
、工
芸
美
術
で
は
大
西
重
広
、髙
名
秀
人
光
）な
ど

の
受
賞
作
品
を
基
本
作
品
と
し
、こ
れ
に
石
川
県
内
在
住
、出

身
作
家
の
作
品
を
合
わ
せ
、三
三
五
点
を
展
示
し
ま
す
。

三谷吾一 《黄昏》武腰敏昭 《無鉛釉「空の王者」》 村田省蔵 《新涼》

5月21日（土）～6月12日（日） 会期中無休

第2回 日展 金沢展改組新
第3～9展示室

主催／北國新聞社、公益社団法人日展、日展石川会
後援／石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、一般財団法人石川県芸術文化協会、一般財団法人石川県美術文化協会、
　　　NHK金沢放送局、北陸放送、テレビ金沢、エフエム石川、ラジオかなざわ、ラジオこまつ、ラジオななお、金沢ケーブルテレビネット

◇
主
な
出
品
作
家（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◇
作
品
解
説
日
程

◇
観
覧
料

【
展
覧
会
事
務
局
】

※

当
館
友
の
会
会
員
は
、会
員
証
の
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に

　

割
引
さ
れ
ま
す
。

北
國
新
聞
社
事
業
局
内 
改
組
新
第
二
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

住
所：〒
九
二
〇
│
八
五
八
八 
金
沢
市
南
町
二
番
一
号

電
話：〇
七
六
│
二
六
〇
│
三
五
八
一

一　

般

当　

日

前
売
り

団　

体

中
高
生

小
学
生

日　

時

《
工
芸
美
術
》

《
工
芸
美
術
》

山
岸　

大
成

《
洋　
　

画
》

《
洋　
　

画
》

曽
我　
　

章

《
彫　
　

刻
》
谷
村　

俊
英

《
彫　
　

刻
》
村
井　

良
樹

《
彫　
　

刻
》
山
瀬　

晋
吾

《
工
芸
美
術
》
武
腰　

一
憲

《
工
芸
美
術
》
百
貫　

俊
夫

《
彫　
　

刻
》
江
藤　
　

望

《
彫　
　

刻
》
石
田　

陽
介

《　

書　

》
三
藤　

観
映

《　

書　

》
堀
井　

聖
水

《　

書　

》
髙
廣　

幸
悠

佐
々
波
啓
子

《
洋　
　

画
》
早
崎　

和
代

《
洋　
　

画
》
本
山　

二
郎

《
洋　
　

画
》
児
島
新
太
郎

《
工
芸
美
術
》
木
谷　

陽
子

《
工
芸
美
術
》
髙
名
秀
人
光

《
日
本
画
》
宮
下　

和
司

平
木　

孝
志

《
日
本
画
》
戸
田　

博
子

古
澤　

洋
子

《
日
本
画
》
柳
橋　

広
司

瀧
川　

眞
人

《
日
本
画
》
中
町　
　

力

北
川
由
希
恵

《
日
本
画
》
佐
藤　

俊
介

仁
志
出
龍
司

干
田　
　

浩

小
西　

啓
介

10
時
30
分
〜
12
時

14
時
〜
15
時
30
分

〈
日
本
画
〉

鈴
木
竹
柏
、土
屋　

一
、中
路
融
人
、中
村
徹
、福
田
千
惠
、

古
澤
洋
子
、山
﨑
隆
夫

〈
洋
画
〉

児
島
新
太
郎
、佐
藤
哲
、寺
坂
公
雄
、中
山
忠
彦
、西
田
伸
一
、

塗
師
祥
一
郎
、樋
口
洋
、藤
森
兼
明
、村
田
省
蔵

〈
彫
刻
〉

雨
宮
敬
子
、石
田
陽
介
、川
崎
普
照
、神
戸
峰
男
、中
村
晋
也
、

能
島
征
二
、橋
本
堅
太
郎
、蛭
田
二
郎
、山
本
眞
輔

〈
工
芸
美
術
〉

伊
藤
裕
司
、今
井
政
之
、大
樋
年
雄
、大
樋
年
朗
、

奥
田
小
由
女
、小
西
啓
介
、武
腰
敏
昭
、中
井
貞
次
、

百
貫
俊
夫
、干
田
浩
、三
谷
吾
一
、森
野
泰
明
、山
岸
大
成

〈
書
〉

井
茂
圭
洞
、日
比
野
光
鳳
、星
弘
道
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岸
派
と
は
、岸
駒
を
祖
と
し
て
、江
戸
後
期
か
ら
明
治
期

に
か
け
て
活
動
し
た
日
本
画
の
流
派
で
す
。各
流
派
を
折

衷
し
た
独
特
な
写
生
画
風
で
知
ら
れ
、特
に
虎
を
モ

テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
は
、こ
の
流
派
の
定
番
と
し
て
数

多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
岸
駒
の
虎
を
描
い
た
大
作
を
一
堂
に
展
示
し
、改
め
て

岸
派
の
虎
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
す
。

　

岸
駒
の
出
生
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、生
年
を

一
七
四
九
年
と
一
七
五
六
年
と
す
る
説
が
あ
り
、出
生
地

も
石
川
県
金
沢
説
と
富
山
県
東
岩
瀬
説
が
あ
り
ま
す
。貧

し
い
生
い
立
ち
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、加
賀
藩
の
史
料
に

よ
れ
ば
十
二
歳
の
頃
金
沢
の
染
物
屋
に
丁
稚
奉
公
し
、二

十
五
歳
で
京
へ
上
っ
た
よ
う
で
す
。こ
の
時
期
、円
山
応
挙

か
ら
指
導
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、応
挙
の

画
風
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
一
七
八
四

年
に
有
栖
川
宮
家
御
学
問
所
の
障
壁
画
を
描
き
、有
栖
川
宮

の
近
習
と
な
り
雅
楽
助
の
名
を
賜
っ
た
こ
と
に
よ
り
、一
流

の
画
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。

　

一
七
九
九
年
に
長
崎
の
通
詞
を
通
し
、清
人
か
ら
実
物
の

虎
の
頭
骨
を
入
手
し
て
そ
れ
を
徹
底
的
に
写
生
し
、ま
た
同

年
ミ
イ
ラ
状
の
虎
の
足
四
本
も
入
手
し
て
解
剖
学
的
な
レ
ベ

ル
ま
で
虎
の
研
究
を
深
め
ま
し
た
。こ
う
し
た
虎
へ
の
深
い

思
い
入
れ
は
広
く
知
ら
れ
、岸
駒
の
立
身
出
世
と
あ
い
ま
っ

て「
岸
駒
の
虎
」は
、成
功
の
吉
祥
図
と
し
て
特
別
の
意
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
一
八
〇
九
年
に
は
加

賀
藩
主
に
招
か
れ
、金
沢
城
に
障
壁
画
を
描
き
、以
後
も
九
〇

歳
近
く
ま
で
京
都
や
金
沢
で
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、皆
様
の
熱
い
ご
要
望
に
お
応
え
し

て
重
文《
短
刀 

銘
吉
光（
名
物
前
田
藤
四
郎
）》を
旧
館
以

来
、実
に
五
十
三
年
ぶ
り
に
展
示
し
ま
す
。鎌
倉
時
代
十
三

世
紀
、山
城
粟
田
口
派
の
刀
工
・
粟
田
口
吉
光
は
藤
四
郎
と

通
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。吉
光
は
短
刀
に
傑
出
し
た
作
刀

が
多
く
、国
宝
や
重
文
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で

「
短
刀 

銘
吉
光
」と
の
名
称
の
み
で
は
特
定
が
難
し
い
た

め
、前
田
家
に
伝
来
し
た
藤
四
郎
に
よ
る
名
物
刀
剣
と
し

て
、今
日
も「
名
物
前
田
藤
四
郎
」の
名
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。名
物
刀
剣
と
は
、形
の
特
徴
や
来
歴
、所
有
者

な
ど
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
、主
に
平
安
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
に
作
ら
れ
た
名
刀
を
指
し
ま
す
。名
物
刀
剣
の
所
有

は
、武
家
の
格
付
け
を
端
的
に
示
す
こ
と
か
ら
、織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
ら
戦
国
大
名
は
、熱
心
に
名
物
刀
剣
を
収
集

し
ま
し
た
。そ
し
て
名
物
刀
剣
の
贈
答
は
、大
名
間
の
深
い

絆
を
証
し
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
の「
前
田
藤
四
郎
」

は
、加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
の
次
男
・
前
田
利
政
か
ら
嫡
子
の

前
田
直
之
に
伝
わ
り
、前
田
直
之
か
ら
加
賀
藩
三
代
藩
主
・

前
田
利
常
に
献
上
さ
れ
、以
後
前
田
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
特
集
で
は
、二
代
か
ら
十
四
代
ま
で
の
加
賀
藩
歴
代
藩

主
が
所
用
し
た
甲
冑
・
陣
羽
織
を
約
二
十
点
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。甲
冑
・
陣
羽
織
は
大
名
の
威
厳
や
美
意
識
を
示
す

も
の
と
し
て
、戦
国
時
代
か
ら
様
々
な
意
匠
や
素
材
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。今
回
は
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
が
所
用
し
た

も
の
の
中
か
ら
、白
鷺
の
羽
根
を
使
用
し
た
陣
羽
織
な
ど
、

こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
を
選
ん
で

い
ま
す
。

重文 《短刀 銘吉光（名物前田藤四郎）》県文 岸駒 《虎図》（左隻）

5月19日（木）～6月12日（日） 会期中無休

岸派の絵画
第2展示室

5月19日（木）～6月12日（日） 会期中無休

名物前田藤四郎と
甲冑･陣羽織

前田育徳会尊經閣文庫分館

が
ん
く

き
ん
じ
ゅ

う
た
の
す
け

つ
う
じ

［前期］
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学
芸
員
の
眼

挿画の鬼才

池波正太郎 「さむらい劇場」　
山崎百々雄 挿絵

《蓮池童女図》 1944年
山崎百々雄

柴田錬三郎 「英雄ここにあり」　
山崎百々雄 挿絵

　

日
本
に
は
古
来
、《
源
氏
物
語
絵
巻
》な
ど
に
代
表
さ
れ

る「
文
学
と
絵
画
が
融
合
し
た
文
化
」が
根
付
い
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
土
壌
か
ら
は
、多
く
の
名
作
が
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
に
稿
を
譲
り
ま
す
が
、

明
治
以
降
、次
々
と
発
刊
さ
れ
た
新
聞
に
挿
絵
入
り
の
小

説
が
連
載
さ
れ
る
と
、大
衆
文
学
は
多
く
の
人
々
の
支
持

を
得
ま
し
た
。特
に
昭
和
と
い
う
時
代
は
、新
聞
小
説
か
ら

多
く
の
ス
タ
ー
作
家
を
生
み
、数
々
の
名
作
を
世
に
出
し

た
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。司
馬
遼
太
郎
や
池
波
正
太
郎
、

山
田
風
太
郎
な
ど
、多
く
の
方
が
愛
読
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

彼
ら
ス
タ
ー
作
家
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
、小
説

家
と
二
人
三
脚
で
数
々
の
名
作
を
生
み
出
し
た
山
崎
百
々

雄
と
い
う
挿
絵
画
家
が
い
ま
す
。生
涯
に
二
五
〇
〇
点
を

超
え
る
挿
絵
を
描
き
ま
し
た
が
、主
だ
っ
た
作
品
の
タ
イ

ト
ル
を
挙
げ
る
と
司
馬
遼
太
郎「
風
神
の
門
」「
梟
の
城
」、

池
波
正
太
郎「
さ
む
ら
い
劇
場
」、柴
田
錬
三
郎「
決
闘
者 

宮
本
武
蔵
」「
水
滸
伝
」、吉
川
英
治「
全
集
」そ
の
他
山
田
風

太
郎
、大
岡
昇
平
等
の
作
家
も
多
数
あ
り
、タ
イ
ト
ル
を
聞

く
だ
け
で
も
昭
和
を
生
き
た
人
な
ら
唸
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。小
説
家
た
ち
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ

た
物
語
を
背
景
に
、一
辺
わ
ず
か
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
画
仙
紙
に
描
き
だ
さ
れ
た
文
学
世
界
。豊
か
な
発
想
と
た

し
か
な
画
技
が
あ
い
ま
っ
て
、登
場
人
物
た
ち
が
奔
放
に
闊

歩
し
は
じ
め
る
の
で
す
。

　

山
崎
百
々
雄
は
外
郷
と
も
い
い
、大
正
二
年
金
沢
に
生
ま

れ
ま
し
た
。金
沢
時
代
の
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、石
川
県
立
工
業
学
校（
現
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
）

を
経
て
上
京
し
た
よ
う
で
す
。戦
前
、玉
村
北
斗
率
い
る
新

日
本
画
運
動
の「
ほ
く
と
社
」に
参
加
。ま
た
、戦
後
は
東
宝

演
劇
部
美
術
担
当
時
代
に
東
宝
争
議
に
参
加
し
、全
日
本
職

場
美
術
協
議
会
な
ど
の
組
織
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。生
業
と
し
て
の
挿
絵
の
他
、日
本
画
や
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
な
油
彩
も
制
作
し
、残
念
な
が
ら
昭
和
四
十
六
年
に

五
十
七
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。本
展
で
は
挿

絵
を
中
心
に
、日
本
画
や
油
彩
画
も
ご
覧
い
た
だ
き
、昭
和

の
鬼
才
山
崎
百
々
雄
の
画
業
に
せ
ま
り
ま
す
。

　

昨
今
、筆
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
ま
す
。美
術
史
家
山
下
裕
二
の
造
語
で
、物
心
つ
い
た
時
か
ら
鉛
筆
で
は
な
く

筆
を
持
っ
て
い
た
人
を
指
す
そ
う
で
す
。上
村
松
園
の
草
稿
な
ど
、描
線
の
上
に
和
紙
を
貼
り
、墨
で
描
き
直
し
て
あ
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。そ
こ
に
は
筆
だ
け
で
描
き
進
め
た
当
時
の
苦
労
と
、絵
師
と
し
て
の
矜
持
が
う
か
が
え
ま
す
。ど
こ
へ
い
く
に
も
矢

立
を
持
参
し
た
と
い
う
松
園
ら
の
年
代
が
、最
後
の
筆
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
山
崎
百
々
雄
も
、新
聞
小
説
の
挿
絵
と
い
う
万
単
位
の
人
目
に
触
れ
る
作
品
を
、来
る
日
も
来
る
日
も
筆
で
描
き
続
け
た

画
家
で
す
。そ
の
運
筆
は
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
域
に
優
に
到
達
し
て
い
る
も
の
で
す
。願
わ
く
は
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
、そ
の
目

で
実
物
を
鑑
賞
さ
れ
ん
こ
と
を
。

6月16日（木）～7月18日（月･祝） 会期中無休

山崎百々雄展
第6展示室
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工
芸
と
は
、い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。そ
の
定

義
は
と
き
に
よ
り
、ひ
と
に
よ
っ
て
曖
昧
で
す
が
、こ
こ
で

は
一
応「
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
」、「
道
具
と
し
て
の
用

を
き
ち
ん
と
果
た
す
も
の
」と
捉
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。石
川
県
立
美
術
館
で
は
工
芸
品
を
、陶
磁
、漆
、金
工
、

染
織
、刀
剣
や
甲
冑
、木
竹
・
人
形
・
そ
の
他
の
工
芸
、ガ
ラ

ス
と
分
類
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
主
に
技
法
に
よ
る
分
類

で
す
が
、目
的
・
大
き
さ
・
時
代
な
ど
、さ
ら
に
細
か
く
分
け

て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。し
か
し
実
際
の
生
活
に
こ
れ

ら
を
用
い
よ
う
と
す
る
と
き
、工
芸
品
ど
う
し
は
互
い
に

関
わ
り
あ
い
、技
法
や
時
代
と
い
っ
た
分
類
を
簡
単
に
超

え
て
ゆ
き
ま
す
。個
人
の
好
み
や
目
的
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ

る
組
み
合
わ
せ
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
、ま
さ
に「
生
活
の

中
の
工
芸
」な
の
で
す
。そ
こ
で
今
回
は
、従
来
の
よ
う
に

技
法
で
分
類
す
る
の
で
は
な
く
、「
か
ざ
る
」「
し
き
る
」「
お
さ

め
る
」な
ど
、生
活
の
中
で
工
芸
が
果
た
す
役
割
に
注
目
し

て
、作
品
を
展
示
し
ま
す
。た
と
え
ば
三
谷
吾
一《
鳥
香
合
》と

高
橋
介
州《
鴛
鴦
香
炉
》は
、「
か
お
る
」も
の
を
楽
し
む
た
め

に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
鳥
を
題
材
に
し
て
お
り
、制

作
年
代
や
技
法
を
超
え
て
組
み
合
わ
せ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

さ
て
、氷
見
晃
堂《
片
身
替
色
紙
箱
》は
何
か
を「
し
る
す
」

と
き
に
用
い
ら
れ
ま
す
が
、皆
さ
ん
な
ら
こ
れ
と
ど
ん
な
作

品
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
か
？
学
芸
員
が
選
ん
だ
お
相
手
は
、

ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
館
は
琳
派
の
優
品
を
多
数
収
蔵
し
て
い
る
美
術
館
と

し
て
、毎
年
展
示
時
期
の
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
に
開
催
し
た「
俵
屋
宗
達
と
琳
派
」展
で

は
、琳
派
の
親
し
み
や
す
さ
と
同
時
に
、そ
の
深
さ
も
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
趣
旨
で
、装
飾
的
な
表
現
の

背
後
に
あ
る
古
典
文
学
や
、仏
教
、儒
教
思
想
の
深
意
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。そ
こ
で
今
回
も
、能
楽
や
茶
の
湯

に
深
い
嗜
み
を
持
ち
、ま
た
最
晩
年
に
は
禅
に
も
傾
倒
し

た
俵
屋
宗
達
の
県
文《
槇
檜
図
》を
は
じ
め
、宗
達
の
工
房

を
継
承
し
た
俵
屋
宗
雪
の
県
文《
群
鶴
図
》、さ
ら
に
宗
雪

を
継
い
だ
喜
多
川
相
説
の
県
文《
秋
草
図
》な
ど
、尾
形
光

琳
に
い
た
る
琳
派
様
式
の
継
承
者
に
よ
る
重
要
な
作
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。宗
達
、宗
雪
、相
説
が
活
動
し
た
時

代
に
は
、加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
が
京
都
の
後
水
尾

天
皇
が
推
進
し
た
寛
永
文
化
に
深
く
関
与
し
、ま
た
四
代
藩

主
・
前
田
光
高
と
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
が
儒
教
思
想
と
博
物

学
的
な
関
心
を
融
合
し
た
、新
た
な
文
化
活
動
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に
、京
都
か
ら
金
沢
を
本
拠
と
し
て
活

動
し
た
宗
雪
や
相
説
の
作
風
に
は
、加
賀
藩
主
・
前
田
家
が
推

進
し
た
文
化
政
策
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、宗
達
か
ら
光
琳
に
い
た
る
過
程
に
お
け
る

琳
派
へ
の
加
賀
文
化
の
影
響
も
、当
館
の
展
示
で
は
強
調
し

た
い
視
点
で
す
。ま
た
今
回
は
、琳
派
の
造
形
運
動
を
リ
ー
ド

し
た
本
阿
弥
光
悦
が
、宗
達
の
工
房
と
合
作
し
た
県
文《
光
悦

色
紙
貼
交
秋
草
図
》と
、尾
形
光
琳
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
県
文

《
蒔
絵
螺
鈿
白
楽
天
図
硯
箱
》、光
琳
の
弟
・
尾
形
乾
山
の《
色

絵
雲
錦
手
杯
台
》を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、琳
派
の
豊
か
な
表
現

世
界
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

県文 俵屋宗達 《槇檜図》氷見晃堂 《片身替色紙箱》

6月16日（木）～7月18日（月･祝） 会期中無休

生活の中の工芸
第5展示室

琳派
第2展示室

6月16日（木）～7月18日（月･祝） 会期中無休

※

先
月
号
で
福
田
芳
朗
氏
作
品
を「
新
収
蔵
」と
し
ま
し
た

が
、「
寄
託
」の
誤
り
で
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
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第7展示室
第7回
石川県日本画会展

　
「
日
本
画
を
志
す
も
の
が
、こ
れ
ま
で
の
既
存
的
概
念
や
会
派

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、自
由
で
新
し
い
発
想
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
日
本
画
制
作
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、会
員
相
互
の
協
力

に
よ
っ
て
そ
の
研
究
・
模
索
と
石
川
県
内
で
の
発
表
の
機
会
を
設

け
、自
己
の
研
鑽
に
努
め
、石
川
県
の
美
術
文
化
の
発
展
に
寄
与

す
る
。」と
し
、日
本
画
の
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
七
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
年
齢
層
は
幅
広
く
、モ
チ
ー
フ
も
風
景

や
静
物
、人
物・動
物
や
植
物
、具
象
や
抽
象
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、そ

の
視
点
や
表
現
方
法
は
個
性
豊
か
で
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
石
川
県

内
の
日
本
画
家
の
意
欲
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
輪
島
市
鵜
入
町
二
│
三
七 

　
　
　
　
　

石
川
県
日
本
画
会
事
務
局
長 

宮
下
和
司

◇
主　

催
／
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
、甘
粛
省
人
民
対
外
友
好

　
　
　
　
　

協
会
、定
西
市
人
民
政
府
、北
枝
篆
会

◇
共　

催
／
石
川
県
日
中
友
好
協
会
、北
國
新
聞
社

◇
後　

援
／
北
陸
大
学
孔
子
学
院
、テ
レ
ビ
金
沢
、

　
　
　
　
　

エ
フ
エ
ム
石
川
、ラ
ジ
オ
か
な
ざ
わ

◇
連
絡
先
／
北
室
南
苑

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
一
│
五
五
│
一
二
六
七

　

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、平
成
元
年
度
発
足
、同
二
年
に
第
一

回
公
募
展
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。公
募
展
は
石
川

県
内
の
水
墨
画
会
諸
会
派
及
び
一
般
個
人
を
統
合
す
る
当
協
会

が
行
う
展
示
会
で
す
。こ
れ
は
、過
去
の
公
募
展
の
実
績
に
照
ら

し
承
認
さ
れ
た
会
員
の
研
鑽
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、広
く
県
内

よ
り
一
般
公
募
し
、厳
正
な
審
査
の
上
入
選
作
を
展
示
し
、水
墨

画
の
普
及
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。従
っ
て
各

会
派
主
宰
の
作
品
を
始
め
、会
員
並
び
に
一
般
公
募
の
意
欲
的
な

表
現
に
よ
る
、楽
し
み
な
協
会
展
な
ら
で
は
の
作
品
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
泉
二
丁
目
三
一
│
一
四

　
　
　
　
　

事
務
局
長 

能
村
静
代

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
四
二
│
三
〇
六
三

　

二
紀
会
は｢

類
型
化
を
排
す
る
。具
象
・
非
具
象
を
論
じ
な
い
。

創
造
的
な
個
性
の
発
現
を
尊
重
す
る
。情
実
を
排
し
新
人
を
抜
擢

し
、積
極
的
に
世
に
送
る
」の
主
張
を
掲
げ
て
昭
和
二
十
二
年
以

来
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

春
の
北
陸
二
紀
展
は
北
陸
支
部
会
員
が
、第
七
十
回
二
紀
展
に

向
け
て
制
作
し
た
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

世
評
を
問
い
、あ
わ
せ
て
立
見
榮
男
二
紀
会
常
務
理
事
を
は
じ

め
委
員
の
批
評
と
指
導
を
受
け
て
作
品
の
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。こ
の
機
会
に
是
非
ご
高
覧
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
後　

援
／
北
國
新
聞
社
、テ
レ
ビ
金
沢
、北
陸
放
送

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
泉
野
出
町
二
│
六
│
九 

六
反
田
英
一

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
四
三
│
〇
八
八
二

　

古
く
よ
り
世
界
中
の
人
々
の
あ
こ
が
れ
の
地
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

と
は
、太
古
以
来
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
ア
フ
リ
カ
を
結
ん
だ

東
西
交
易
路
の
雅
称
で
す
。十
九
世
紀
後
半
に
中
国
各
地
を
踏
査

し
た
ド
イ
ツ
人
地
理
学
者
リ
ヒ
ト
・
ホ
ー
フ
ェ
ン
が
名
著
の
中
で

初
め
て
用
い
た
も
の
で
、仏
教
伝
来
の
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。日
中

文
化
交
流
展
を
始
め
て
四
半
世
紀
に
な
る
当
会
は
、今
回
甘
粛
省

定
西
市
の
書
家
と
の
交
流
に
よ
り
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る

文
言
を
テ
ー
マ
に
し
た
書
道
篆
刻
作
品
約
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

6月16日（木）～20日（月） 会期中無休

第8・9展示室
日中シルクロードの
書展

第7展示室

6月17日（金）～20日（月） 会期中無休

第7～9展示室
第27回
石川県水墨画協会公募展

2016
北陸二紀展（研究会展）

6月23日（木）～27日（月） 会期中無休

6月30日（木）～7月4日（月） 会期中無休

6月の企画展示室
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学
校
で
も
制
作
す
る
機
会
の
あ
る
紙
版
画
や
木
版
画
。当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
た
く
さ
ん
加

わ
っ
た
版
画
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
紹
介
や
簡
単
な
制
作
体
験
も
行
い
な

が
ら
、版
画
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム 

年
間
計
画

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、鑑
賞
講
座
の
ご
案
内
で
す
。

六
月
の
行
事
予
定

　

加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
は
現
在
、一
〇
名
の
友
禅
作
家
が
会
員

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、加
賀
友
禅
の
正
統
な
技
術
保
存
と
後
継
者

育
成
の
た
め
、石
川
県
の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。そ
の
主
旨
を
推
進
す
る
た
め
、毎
年
開
催
し
て
い
る
の
が
こ

の
展
覧
会
で
す
。

　

第
三
十
二
回
展
よ
り
公
募
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
、広
く
一
般

の
方
も
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。加
賀
友
禅
に
お
け
る

新
し
い
感
性
と
創
造
的
作
品
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

※

毎
日
13
時
30
分
よ
り
作
品
解
説
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
場
料
／
四
〇
〇
円（
三
〇
〇
円
） 

高
校
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※

（ 　

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

◇
主　

催
／
加
賀
友
禅
技
術
保
存
会

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
小
将
町
八
│
八

　
　
　
　
　

加
賀
友
禅
会
館
内 

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
事
務
局

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
二
四
│
五
五
一
一

第8・9展示室
第38回
伝統加賀友禅工芸展
6月30日（木）～7月5日（火） 会期中無休

【
第
一
回
】五
月
八
日（
日
）　

特
集
展
示「
新
収
蔵
品
展
」

※

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

「
版
画
っ
て
な
あ
に
？
」

　

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
浮
世
絵
版
画
が
、久
し
ぶ
り
に
ま
と
ま
っ
て
展
示
さ
れ
ま
す
。展
示

作
品
か
ら
江
戸
の
く
ら
し
や
そ
の
様
子
な
ど
見
つ
け
た
こ
と
、わ
か
っ
た
こ
と
を
ミ
ニ
ミ
ニ
新

聞
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

【
第
三
回
】平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日（
日
）　

企
画
展
示「
絵
画
に
見
る
江
戸
の
く
ら
し
」

「
江
戸
の
く
ら
し
の
ミ
ニ
ミ
ニ
新
聞
を
つ
く
ろ
う
」

　

石
川
県
を
代
表
す
る
工
芸
品
の「
九
谷
焼
」。九
谷
焼
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
？
ど
ん
な
焼
き
物
？

九
谷
焼
の
歴
史
を
ま
と
め
た
巻
物
を
つ
く
る
な
ど
し
な
が
ら
、九
谷
焼
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
す
。

・
講
座
は
日
曜
日
の
13
時
30
分
開
始
。活
動
時
間
は
一
時
間
半
程
度
。

 ※

八
月
六
日（
土
）の
み
、時
間
が
変
則
的
で
す
。

・
集
合
は
二
階
ロ
ビ
ー（
第
三
回
の
み
講
義
室
）。そ
の
後
各
展
示
室
で
鑑
賞
。

【
第
四
回
】平
成
二
十
九
年
三
月
五
日（
日
）　

特
集
展
示「
九
谷
焼
の
美
」

「
九
谷
焼
も
の
が
た
り
」

　
〈
も
の
が
た
り
〉を
題
材
に
取
り
上
げ
た
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。文
学
作
品
や
歴
史
上
の
事
件

だ
け
で
な
く
、私
た
ち
一
人
一
人
の
身
に
起
き
る
様
々
な
出
来
事
、自
然
の
ド
ラ
マ
を
表
し
た

作
品
か
ら
、も
の
が
た
り
を
作
っ
て
み
よ
う
。

「
ア
ー
ト
か
ら
、も
の
が
た
り
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

【
第
二
回
】①
七
月
三
十
一
日（
日
） 

②
八
月
六
日（
土
） 

18
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　
　
　

特
集
展
示 

夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館「
ア
ー
ト
de
も
の
が
た
り
」

◇
時
間
・
開
催
場
所

　

参
加
費
は
不
要
で
す
。コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
観
覧
料
は
子
ど
も
一
名
に
対
し
て
保
護

者
二
名
ま
で
無
料
。企
画
展
の
場
合
は
、子
ど
も
一
名
に
対
し
て
保
護
者
一
名
は
無
料
。二
人

目
か
ら
は
団
体
料
金
。

◇
参
加
費

（
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

■
ビ
デ
オ
上
映
会

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

西
田　

孝
司

北
澤　
　

寛

寺
川　

和
子

村
瀬　

博
春

　
日（
日
）

5　
日（
日
）

19　
日（
土
）

4

日
本
の
美
1　

滲
み
の
感
覚

（
25
分
）

炎
と
土
と
色　

文
化
勲
章
受
章
者　

浅
蔵
五
十
吉

（
20
分
）

甦
る
日
本
美　

刀
剣
研
磨　

本
阿
彌
日
洲

絵
画
の
な
か
の
絵
・
画
・
図　

館
蔵
品
を
中
心
に
②

　
日（
土
）

25

日
本
工
芸
の
源
流　

│
正
倉
院
宝
物
①
│

　
日（
土
）

11

工
芸
作
家
と
古
典
研
究（
染
織
）

　
日（
土
）

18

俵
屋
宗
達
と
臨
済
禅　

臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
に
寄
せ
て

（
26
分
）

鉄
に
魂
を
打
ち
込
む　

日
本
刀　

月
山
貞
一

（
26
分
）
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前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会
財団設立90周年

前田利為の業績と
コレクション

夏休み優品選 文様がいっぱい 親子で楽しむ美術館
アートdeものがたり

ビアズリーと日本
会期：7月23日（土）～
8月28日（日）

久隅守景

企画展示室第5展示室第3・4展示室 第6展示室

会期：
7月22日（金）～8月28日（日）

6月の休館日は
13日（月）～15日（水）

絹本著色 一幅兎福寿草図
縦35.0cm×横97.4cm 天明2年(1782）

アラカルト ただいま展示中

岸駒　がんく
寛延2年～天保9年（1749～1838）

a la carte  No.12

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金
毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日（6月は6日）

　

兎
は
旺
盛
な
繁
殖
力
を
持
つ
上
に
、中
国
で
は
、満
ち

欠
け
を
繰
り
返
す
月
に
住
み
、不
老
長
寿
の
仙
薬
を
つ
い

て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、子
孫
繁
栄
や
不

老
長
寿
、復
活
や
再
生
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、様
々

な
形
で
意
匠
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
福
寿
草
は
、旧

暦
の
正
月
か
ら
黄
金
色
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、新

年
を
祝
う
花
と
し
て
、さ
ら
に
幸
福
と
長
寿
を
象
徴
す
る

花
と
し
て
画
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

兎
と
福
寿
草
を
取
り
合
わ
せ
た
本
作
は
、新
春
の
吉

祥
図
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。横
長
の
構
図
の
ほ

ぼ
中
央
か
ら
左
に
、身
を
寄
せ
る
三
羽
の
兎
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。こ
こ
は
兎
が
隠
れ
る
お
気
に
入
り
の
場
所

な
の
で
し
ょ
う
か
。一
番
右
側
の
兎
は
前
方
に
広
が
る

平
野
を
眺
め
、中
央
の
兎
は
上
方
を
警
戒
し
て
い
る
よ

う
で
す
。一
方
一
番
奥
の
兎
は
見
張
り
を
前
の
二
羽
に

任
せ
て
福
寿
草
に
前
足
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。兎
の
毛

筋
は
丹
念
に
描
か
れ
、筆
者
の
博
物
学
的
関
心
を
う
か

が
わ
せ
ま
す
。

　

本
作
は
岸
駒
が
岸
矩
と
名
の
っ
て
い
た
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）十
一
月
に
、明
時
代
十
五
世
紀
の
宮
廷
画

家
だ
っ
た
呂
紀
の
筆
法
に
倣
っ
て
描
い
た
旨
が
署
名
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。確
か
に
画
面
左
奥
か
ら
右
手
前
に

展
開
し
て
ゆ
く
構
図
の
取
り
方
は
、呂
紀
周
辺
の
明
代

絵
画
を
丹
念
に
研
究
し
た
成
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
う
し
た
京
都
で
の
研
鑽
が
実
を
結
び
、こ
の
あ
と

岸
駒
は
有
栖
川
宮
家
に
認
め
ら
れ
て
社
会
的
な
地
位
を

確
立
し
て
い
き
ま
す
。


